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1
．
は
じ
め
に

天
平
五
年
（
7
3
3
年
）
に
「
勘
造
」（
勘か
ん
がえ
造
る
）
さ
れ
た
『
出

雲
風
土
記
』
は
、
そ
の
冒
頭
部
分
か
ら
「
東
西
一
百
卅
七
里
一
十
九

歩
、
南
北
一
百
八
十
二
里
一
百
九
十
二
歩
」
と
あ
る
よ
う
に
、
里
程

の
記
載
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
里
単
位
の
表
示
で
も
十

分
な
里
程
に
つ
い
て
、
1
歩
単
位
あ
る
い
は
10
歩
単
位
で
示
さ
れ
て

い
る
の
が
、
全
体
の
40
％
に
も
及
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
、
現
在
で
も
尺
や
坪
を
メ
ー
ト
ル
法
に
換
算
し
て
端
数
を

つ
け
て
表
示
し
て
い
る
例
か
ら
類
推
で
き
る
よ
う
に
、
旧
尺
度
系
か

ら
換
算
さ
れ
た
数
値
を
含
む
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
筆
者
は
既

に
、『
出
雲
風
土
記
』
の
里
程
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
歩
単
位
の

端
数
は
古
韓
尺
の
里
程
を
天
平
尺
（
唐
大
尺
）
系
に
計
算
し
直
す
際

『
出
雲
風
土
記
』に
現
れ
た「
古
韓
尺
」

新あ

ら

井い 

宏ひ
ろ
し

（
数
理
考
古
学
者
）

に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
（
文
献
１
）。

こ
の
よ
う
に
『
出
雲
風
土
記
』
は
既
に
「
古
韓
尺
」
学
説
と
密
接

な
関
連
を
持
っ
て
い
る
が
、本
報
で
は
更
に
よ
り
直
接
的
な
形
で『
出

雲
風
土
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
石
の
計
測
記
事
が
「
古
韓
尺
」
に

よ
っ
て
測
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
意
宇
郡
宍
道
郷
の
項
の

「
猪
像
石
と
追
猪
犬
像
石
の
三
石
記
事
」
の
計
測
値
（
9
件
）
が
、

石
ノ
宮
神
社
の
三
石
の
実
測
値
と
の
比
較
か
ら
見
て
「
古
韓
尺
」
に

完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
論
証
す
る
。

そ
の
こ
と
は
、「
風
土
記
」
編
纂
の
官
命
が
出
さ
れ
た
和
銅
六
年

（
7
1
3
年
）
の
段
階
に
あ
っ
て
も
、
旧
尺
度
系
の
古
韓
尺
が
使
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
地
方
に
お
い

て
は
天
平
尺
へ
の
移
行
が
遅
遅
と
し
て
い
た
実
態
を
示
唆
し
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
『
出
雲
風
土
記
』
の
勘
造
に
つ
い
て
は
、
再
撰
説
・

増
補
説
な
ど
が
あ
り
、「
古
風
土
記
」
の
存
在
に
つ
い
て
も
課
題
と

総
力
特
集  

国
津
神
の
あ
し
あ
と
〈
神
話
と
考
古
学
研
究
か
ら
出
雲
（
山
陰
）
地
方
を
探
る
〉

＊
こ
の
記
事
は
︑﹃
古
代
文
化
研
究
﹄（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
）
19(

２
０
１
１)

の
初
論
考
を
元
に

し
て
︑要
約
︑加
筆
し
て
﹃
計
量
史
研
究
﹄
₃8

－

1(

２
０
１
６)

に
掲
載
し
た
論
文
か
ら
の
転
載
で
す
︒
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な
っ
て
い
る
。
本
報
は
主
と
し
て
「
古
韓
尺
」
学
説
の
更
な
る
増
補

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
三
石
記
事
に
関
連
し
て
出
雲
と
新

羅
の
関
係
や
、
古
韓
尺
の
里
程
の
遺
存
状
態
に
地
域
差
が
あ
る
こ
と

か
ら『
出
雲
風
土
記
』の
成
立
過
程
に
つ
い
て
も
若
干
の
議
論
を
行
う
。

2
．
意
宇
郡
宍
道
郷
の
三
石
の
尺
度

『
出
雲
風
土
記
』
の
意
宇
郡
宍
道
郷
の
項
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

宍
道
郷  

郡
家
正
西
卅
七
里   
所
造
天
下
大
神
命
之
追
給

猪
像   

南
山
有
二   

一   

長
二
丈
七
尺   
高
一
丈   

周
五
丈
七
尺

	

一   

長
二
丈
五
尺   
高
八
尺   

周
四
丈
一
尺

追
猪
犬
像	

　

   

長
一
丈            

高
四
尺   
周
一
丈
九
尺

其
形
為
石   

無
異
猪
犬   

至
今
猶
有   

故
云
宍
道

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
猪
像
石
（
Ａ
と
Ｂ
）
と
追
猪
犬
像
石
に
つ
い

て
は
、
既
に
服
部
亘
氏
が
石
ノ
宮
神
社
に
あ
る
仮
称
ア
石
、
イ
石
、

ウ
石
、
エ
石
な
ど
の
大
石
を
精
密
に
計
測
し
て
、
そ
の
形
状
と
寸
法

か
ら
次
の
よ
う
に
比
定
し
て
い
る
（
文
献
２
）。	

猪
像
石
Ａ	

石
ノ
宮
神
社　
ア
石	

猪
像
石
Ｂ	

石
ノ
宮
神
社　
イ
石	

追
猪
犬
像
石	

石
ノ
宮
神
社　
エ
石	

比
定
に
あ
た
っ
て
は
、
服
部
氏
は
『
出
雲
風
土
記
』
に
記
載
さ
れ

た
尺
度
を
、
天
平
尺
の
29
・
7
㎝
と
し
て
、
現
在
の
実
長
と
比
較
す

る
方
式
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
対
応
関
係
は
認
め
た
も
の
の
、

実
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
現
在
の
測
定
値
の
方
が
天
平
尺
の

計
算
値
よ
り
も
10
％
ほ
ど
短
く
な
っ
て
い
た
。こ
の
現
象
に
つ
い
て
、

服
部
氏
は
そ
の
差
の
原
因
を
「
石
の
風
化
」
と
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
、
10
ｍ
以
上
の
大
石
の
10
％
は
1
ｍ
に
も
達
す
る
値
で
あ

り
、
こ
れ
が
「
風
化
」
に
よ
る
も
の
と
は
、
に
わ
か
に
は
考
え
難
い
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
猪
像
石
や
追
猪
犬
像
石
が
「
来
待
石
」（
凝
灰

質
砂
岩
）
で
あ
り
、
出
雲
石
灯
の
原
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
た
と
え
気
象
的
に
悪
条
件
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
形

状
が
大
き
く
変
わ
る
ほ
ど
の
風
化
は
受
け
な
い
と
み
る
か
ら
で
あ

る
。
事
実
、一
般
的
に
灯
籠
な
ど
に
使
わ
れ
る
砂
岩
の
風
蝕
で
さ
え
、

年
に
0
・
1
㎜
以
下
で
あ
り
、
1
0
0
0
年
で
も
10
㎝
以
下
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
る（
注
1
）。

そ
う
で
あ
れ
ば
、『
出
雲
風
土
記
』
に
記
載
さ
れ
た
尺
度
は
古
韓

尺
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
服
部
氏
の
測
定
資
料
を

借
用
し
て
、
表
1
の
よ
う
に
整
理
を
行
っ
て
み
た
。

測
量
位
置
の
理
解
を
助
け
る
た
め
、
服
部
氏
の
論
文
か
ら
石
ノ
宮

神
社
の
ア
石
、
イ
石
、
エ
石
の
測
量
図
の
主
要
部
分
を
抜
粋
し
若
干

改
変
し
て
図
1
に
示
す
。
服
部
氏
は
各
石
に
つ
い
て
2
方
向
か
ら
の

側
面
図
や
平
面
図
を
測
定
し
て
い
て
、
詳
細
を
極
め
て
い
る
。
全
て

を
紹
介
し
た
方
が
良
い
が
、
か
な
り
の
分
量
に
な
る
の
で
、
主
要
な

周
長
と
高
さ
に
つ
い
て
判
る
程
度
に
要
約
し
て
い
る
。



『出雲風土記』に現れた「古韓尺」

3

（
1
）
猪
像
石
Ａ
：
石
ノ
宮
神
社　
ア
石

ま
ず
、
最
も
安
定
し
た
計
測
値
の
得
ら
れ
て
い
る

の
が
、
猪
像
石
Ａ
に
比
定
さ
れ
た
石
ノ
宮
神
社
ア
石

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
安
定
し
て
い
る
の
が
周

長
で
あ
り
、
視
覚
的
な
中
心
で
測
定
し
て
も
、
高
さ

二
分
の
一
の
部
分
で
測
定
し
て
も
1
5
1
4
～

1
5
1
5
㎝
あ
る
。
こ
れ
が
五
丈
七
尺
に
相
当
す
る

こ
と
か
ら
、
一
尺
の
長
さ
を
計
算
す
る
と
26
・
6
㎝

で
あ
り
、
古
韓
尺
の
標
準
長
と
し
て
い
る
26
・
7
㎝

に
一
致
し
て
い
る
。

同
じ
く
高
さ
に
つ
い
て
も
、
最
高
点
の
Ｄ
点
に
つ

い
て
北
北
東
か
ら
測
っ
た
2
6
4
㎝
と
南
南
西
か
ら

測
っ
た
2
7
0
㎝
が
、安
定
し
た
値
を
示
し
て
い
て
、

こ
れ
が
十
尺
に
相
当
す
る
と
し
て
計
算
す
る
と
平
均

で
26
・
7
㎝
に
な
り
、
古
韓
尺
に
一
致
す
る
。

長
さ
に
つ
い
て
は
、
服
部
氏
は
長
さ
の
代
り
に
半

周
に
よ
る
測
定
値
を
4
件
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
見

解
は
正
解
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
南
南
西
か
ら

見
た
視
覚
中
心
位
置
の
7
1
5
㎝
を
採
っ
て
、
こ
れ

を
二
丈
七
尺
と
す
れ
ば
、
尺
長
は
26
・
5
㎝
、
古
韓

尺
で
あ
る
。

全
体
的
に
見
て
、
猪
像
石
Ａ
（
ア
石
）
は
古
韓
尺

に
良
く
一
致
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

表 1　石ノ宮神社の「猪像石」と「犬像石」の各部計測値（服部亘氏による）
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高
さ
に
つ
い
て
は
東
南
側
で
測
っ
た
最
高
点
の
Ｂ
点
と
Ｃ
点
で
、

2
2
8
～
2
2
9
㎝
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
平
均
値
の

2
1
3
㎝
を
採
る
。
北
西
側
か
ら
の
図
を
省
略
し
た
が
、
最
も
自
然

な
位
置
G
点
の
高
さ
が
2
1
6
㎝
で
あ
る
こ
と
も
参
照
し
た
結
果
で

あ
る
。
こ
れ
が
八
尺
に
対
応
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
尺
長
は
26
・
6

㎝
と
な
る
。

（
2
）
猪
像
石
Ｂ
：
石
ノ
宮
神
社
イ
石

服
部
氏
は
猪
像
石
Ｂ
を
石
ノ
宮
神
社
イ
石
に
比
定
す
る
に
あ
た
っ

て
、
周
長
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
四
丈
一
尺
は
五
丈
一
尺
の
誤
記
で

あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
筆
者
も
こ
の
説
に
従
う
。

そ
の
周
長
に
つ
い
て
は
、
視
覚
的
な
中
心
で
測
っ
た
値
が

1
3
6
7
㎝
で
、五
十
一
尺
で
計
算
す
る
と
26
・
8
㎝
の
尺
長
に
な
る
。

図 1　宍道郷の猪像石・追猪犬像石に比定された石ノ宮神社の三
石図（服部 1994 の一部）
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長
さ
に
つ
い
て
は
北
西
側
の
視
覚
的
な
中
心
で
測
っ
た
半
周
の

6
7
2
㎝
を
採
用
す
れ
ば
、
こ
れ
が
二
丈
五
尺
で
あ
る
か
ら
27
・
0

㎝
と
な
り
、
こ
れ
も
古
韓
尺
の
範
疇
に
あ
る
。
南
東
側
の
視
覚
的
な

中
心
で
は
6
9
2
㎝
で
、
27
・
7
㎝
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
天

平
尺
よ
り
も
古
韓
尺
に
近
い
。

（
3
）
追
猪
犬
像
石
：
石
ノ
宮
神
社
エ
石

周
長
の
場
合
は
「
頭
部
」
で
測
っ
た
最
大
値
の
5
0
8
㎝
を
採
る

の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
そ
の
値
を
一
丈
九
尺
と
す
れ
ば
、
尺
長
は

26
・
8
㎝
で
あ
り
、
古
韓
尺
に
一
致
す
る
。

高
さ
は
図
1
か
ら
1
0
6
㎝
で
あ
り
、
こ
れ
が
四
尺
で
あ
る
か
ら

尺
長
は
26
・
5
㎝
と
な
り
、
古
韓
尺
に
一
致
し
て
い
る
。

長
さ
に
つ
い
て
は
、
西
北
西
側
で
測
っ
た
2
5
0
㎝
を
採
る
と
、

こ
れ
が
一
丈
で
あ
る
か
ら
、
尺
長
は
25
・
0
㎝
と
な
り
、
古
韓
尺
よ

り
は
短
い
。

以
上
3
石
9
件
の
測
定
値
の
対
応
関
係
を
整
理
す
る
と
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

	
	

風
土
記	

実
測
値	

尺
長

猪
像
石
Ａ	

周	

57
尺	

1
5
1
5
㎝	

26
・
6
㎝

	

高	

10
尺	

　

2
6
7
㎝	

26
・
7
㎝

	

長	

27
尺	

　

7
1
5
㎝	

26
・
5
㎝

猪
像
石
Ｂ	

周	

51
尺	

1
3
6
7
㎝	

26
・
8
㎝

	

高	

8
尺	

　

2
1
3
㎝	

26
・
6
㎝

	

長	

25
尺	

　

6
7
5
㎝	

27
・
0
㎝

追
猪
犬
像
石	

周	

19
尺	

　

5
0
9
㎝	

26
・
8
㎝

	

高	

4
尺	

　

1
0
6
㎝	

26
・
5
㎝

	

長	

10
尺	

　

2
5
0
㎝	

25
・
0
㎝

ほ
と
ん
ど
全
て
で
古
韓
尺
の
26
・
7
㎝
前
後
を
示
し
て
い
て
、
こ

の
よ
う
な
測
定
デ
ー
タ
と
し
て
は
一
致
し
過
ぎ
て
い
る
観
が
あ
る
。

そ
れ
と
共
に
、
こ
の
測
定
が
何
時
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
に
強

い
関
心
が
生
れ
る
。
も
し
、『
出
雲
風
土
記
』
勘
造
の
頃
に
測
定
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
頃
、
実
質
的
に
は
天
平
尺
は
、
ま
だ
あ
ま
り

普
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
過
去
に
遡

っ
た
あ
る
時
期
に
測
定
さ
れ
た
資
料
を
利
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
な

ぜ
わ
ざ
わ
ざ
猪
像
石
や
追
猪
犬
像
石
な
ど
の
測
定
を
行
っ
た
の
か
が

問
題
に
な
る
。
や
は
り
、
風
土
記
の
勘
造
の
関
連
で
測
定
さ
れ
た
と

す
る
の
が
最
も
理
解
し
や
す
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
出
雲
風
土
記
』

に
は
「
古
風
土
記
」
が
あ
っ
た
と
の
説
が
あ
る
の
で
、
そ
の
際
に
測

定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

3
．
里
程
の
表
示
に
現
れ
た
古
韓
尺

『
出
雲
風
土
記
』の
里
程
問
題
に
つ
い
て
は
、前
述
し
た
よ
う
に『
百

済
研
究
』
39
号
に
そ
の
概
要
を
発
表
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
論
文
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は
韓
国
語
で
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
ま
だ
十
分
な

紹
介
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
機
会
に
、
若
干
の
新
見
解
を
加
え
て

概
要
を
紹
介
し
再
論
し
て
お
き
た
い
。

「
風
土
記
」
編
纂
の
官
命
が
出
さ
れ
た
和
銅
期
か
ら
実
際
に
『
出

雲
風
土
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
天
平
期
ま
で
20
年
経
過
し
、
尺
度
の
歴

史
で
言
え
ば
唐
大
尺
が
導
入
さ
れ
、
天
平
尺
と
し
て
完
全
に
定
着
し

た
時
期
に
あ
た
る
。
唐
大
尺
の
導
入
時
期
に
は
諸
説
あ
る
が
、
前
期

難
波
宮
（
長
柄
豊
碕
宮
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
の
造
営
が
始
ま
っ
た

白
雉
元
年
（
6
5
0
年
）
に
は
、
使
用
開
始
さ
れ
て
い
た
と
す
る
の

が
今
日
の
定
説
で
あ
る（
注
2
）。
こ
の
唐
大
尺
は
、
時
代
に
よ
り
わ

ず
か
ず
つ
長
く
な
る
傾
向
に
あ
る
が
、
天
平
期
で
は
お
お
よ
そ
29
・

8
㎝
程
度
の
実
長
で
あ
っ
た
。
天
平
期
の
建
物
等
に
多
く
検
出
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、「
天
平
尺
」
と
呼
称
さ
れ
る
事
が
多
い
の
で
、
以
降

本
稿
に
お
い
て
は
天
平
尺
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

た
だ
し
、
天
平
尺
が
29
・
8
㎝
に
固
定
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。

唐
大
尺
の
実
長
に
つ
い
て
丘
光
明
著
『
中
国
歴
代
度
量
衡
考
』（
文

献
3
）
に
よ
っ
て
調
べ
る
と
、
30
㎝
以
上
の
伝
承
尺
が
、
29
件
中
22

件
も
あ
り
、
む
し
ろ
日
本
の
後
世
の
曲
尺
（
30
・
3
㎝
）
に
近
い
の

で
あ
る
。
し
か
も
正
倉
院
に
残
る
唐
か
ら
招
来
さ
れ
た
宝
物
の
白
牙

尺
、
紅
牙
尺
、
緑
牙
尺
の
中
に
も
13
件
中
4
件
が
30
㎝
を
越
え
て
い

る
。
尺
度
と
い
え
ば
、
1
㎜
も
2
㎜
も
異
な
る
こ
と
な
ど
想
像
も
し

て
い
な
い
現
代
の
感
覚
と
は
異
な
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
て
、唐
大
尺
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
の
約
半
世
紀
と
い
う
も
の
は
、

大
化
改
新
を
経
て
、
浄
御
原
令
、
大
宝
令
と
国
家
制
度
の
整
備
が
進

み
、土
地
制
度
が
激
変
し
た
時
期
に
当
た
る
が
、慶
雲
三
年
（
7
0
6

年
）
と
和
銅
六
年
（
7
1
3
年
）
の
格
を
経
て
、
天
平
期
に
は
こ
れ

ら
の
混
乱
も
収
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
長
さ
の
表
示
と
し
て
は
、
天
平

尺
の
6
尺
を
1
歩
、
そ
の
3
0
0
歩
を
1
里
と
し
、
面
積
の
単
位
と

し
て
は
、
方
60
歩
す
な
わ
ち
3
6
0
0
歩
を
1
町
と
す
る
制
度
が
定

着
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、『
出
雲
風
土
記
』
が
こ
の
天
平
尺
系

の
単
位
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
疑
問
が
な
い
。

し
か
も
『
出
雲
風
土
記
』
は
、
構
成
も
内
容
も
他
の
風
土
記
の
逸

文
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
て
、
他
の
風
土
記
で
は
、
里
程
に
つ
い

て
全
く
触
れ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
触
れ
て
い
て
も
、
1
里
な
い

し
2
里
と
か
、
10
里
、
20
里
、
50
里
の
概
数
単
位
の
表
示
で
あ
り
、

『
出
雲
風
土
記
』
の
よ
う
に
全
編
に
わ
た
っ
て
、
郡
家
と
郷
、
あ
る

い
は
神
社
・
寺
院
、
そ
れ
か
ら
山
・
河
・
湖
・
嶋
な
ど
の
相
互
の
方

位
や
距
離
を
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
例
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
そ
の

方
位
や
距
離
を
詳
細
に
た
ど
る
な
ら
ば
、
現
在
の
島
根
県
の
地
図
上

に
、
出
雲
国
を
完
全
に
復
元
で
き
る
程
で
あ
る
。

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
里
程
は
、1
里
以
上
の
も
の
で
約
3
0
0
件
、

2
里
を
越
え
る
も
の
に
限
定
し
て
も
2
6
5
件
も
あ
る
（
伝
本
に
よ

り
多
少
の
差
異
が
あ
る
の
で
、
以
下
で
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
秋

本
吉
郎
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
・
風
土
記
』
岩
波
書
店
の
正
文

に
よ
る
）。
記
載
は
、里
単
位
の
も
の
か
ら
、1
0
0
歩
単
位
の
も
の
、

60
歩
す
な
わ
ち
町
単
位
の
も
の
、
10
歩
単
位
の
も
の
、
更
に
は
1
歩



『出雲風土記』に現れた「古韓尺」

7

の
単
位
の
も
の
ま
で
、
精
度
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
様
子
を

記
載
記
事
順
に
分
類
・
整
理
し
た
結
果
を
表
2
に
示
す
。

里
単
位
の
も
の
が
39
％
、
1
0
0
歩
単
位
あ
る
い
は
60
歩
単
位
す

な
わ
ち
町
単
位
の
も
の
が
22
％
、
10
歩
単
位
の
も
の
が
22
％
あ
り
、

1
歩
単
位
の
も
の
も
47
件
で
18
％
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
異
常
に
詳
し
い
里
程
の
表
示
は
、
そ
こ
に
何
等
か
の

旧
尺
度
系
か
ら
の
換
算
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
常
識

的
に
考
え
て
も
、
郡
家
か
ら
郷
ま
で
の
距
離
を
「
歩
」
単
位
ま
で
示

す
必
要
性
は
全
く
な
い
。
第
一
、
ど
こ
に
郷
の
中
心
地
が
あ
る
か
を

決
め
る
こ
と
さ
え
困
難
で
あ
る
。

実
は
、
こ
の
よ
う
な
換
算
例
は
、
朝
鮮
半
島
に
多
く
あ
る
。
朝
鮮

半
島
で
は
尺
度
の
変
遷
が
激
し
か
っ
た
た
め
、
尺
度
に
変
化
が
生
じ

る
と
、
そ
の
都
度
、
山
城
の
周
長
な
ど
を
新
し
い
「
歩
」
に
計
算
し

直
し
て
記
録
し
て
お
り
、そ
の
状
況
は
各
時
期
の
記
録
、『
三
国
史
記
』

『
慶
尚
道
地
理
史
』『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
な
ど
を
辿
る
こ
と
で
正

確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る（
文
献
4
）。
メ
ー
ト
ル
法
へ
の
完
全
移
行

か
ら
60
年
近
く
経
っ
た
今
日
で
も
、「
坪
」
や
「
尺
」
の
旧
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
メ
ー
ト
ル
法
に
換
算
し
て
端
数
を
つ
け
て
使
用
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
状
況
は
理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
古
韓
尺
か
ら
換
算
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
代
表
的
な
例
を
表

3
に
ま
と
め
て
示
す
。

表
3
か
ら
直
ち
に
判
る
よ
う
に
、『
出
雲
風
土
記
』
に
歩
単
位
あ

る
い
は
10
歩
単
位
ま
で
示
さ
れ
て
い
る
里
程
の
多
く
が
、
古
韓
尺
系

の
里
単
位
（
一
部
に
1
0
0
歩
単
位
）
か
ら
0
・
8
8
1
程
度
の
換

算
比
率
で
天
平
尺
系
の
里
歩
に
換
算
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

換
算
係
数
の
0
・
8
8
1
は
、『
出
雲
風
土
記
』
の
里
程
解
析
か
ら

帰
納
法
的
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
利
用
す
る
と
、
逆
に

古
韓
尺
の
尺
長
を
計
算
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
天
平
尺
を
29
・
8
㎝

す
る
と
、
旧
尺
度
す
な
わ
ち
古
韓
尺
は
29
・
8
㎝
×
0
・
8
8
1
＝

26
・
3
㎝
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
値
は
、通
常
の
古
韓
尺
の
26
・
7
㎝
に
比
べ
る
と
や
や
短
い
が
、

朝
鮮
半
島
の
新
羅
皇
龍
寺
の
搭
、
金
堂
、
講
堂
な
ど
で
使
用
さ
れ
て

い
た
古
韓
尺
は
26
・
4
～
26
・
5
㎝
な
の
で
良
く
一
致
し
て
い
る
。
朝

表 2　里程表示の単位分布
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鮮
半
島
最
大
の
新
羅
皇
龍
寺
の

搭
、
金
堂
、
講
堂
の
桁
行
や
梁
行

の
計
測
値
か
ら
古
韓
尺
を
求
め
た

表
を
表
4
に
示
す
。
こ
こ
に
掲
げ

た
測
定
値
は
極
め
て
精
度
の
高
い

も
の
で
あ
り
、
公
約
数
的
な
モ
ジ

ュ
ー
ル
と
し
て
は
古
韓
尺
以
外
に

は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

出
雲
は
新
羅
と
極
め
て
密
接
な

関
係
を
有
し
て
い
た
と
す
る
の

が
、一
般
的
な
見
解
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
一
致
も
、
む
し
ろ
新
羅
と
出

雲
の
関
係
の
深
さ
を
示
す
証
左
と

理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、『
出
雲
風
土
記
』

に
お
い
て
歩
単
位
や
10
歩
単
位
ま

で
表
示
さ
れ
て
い
る
里
程
の
中

に
、
0
・
8
8
1
の
換
算
比
率
に

よ
っ
て
、
1
歩
単
位
ま
で
一
致
す

る
例
が
数
多
く
あ
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
が
、
対
象
と
し
た
里
程
の

全
て
が
、
古
韓
尺
の
里
単
位
あ
る

い
は
1
0
0
歩
単
位
に
よ
っ
て

表 3　古韓尺の里程から換算表記された事例
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「
き
れ
い
に
」
復
元
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

古
韓
尺
か
ら
の
換
算
に
つ
い
て
疑
義
を
生
ず
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
古
韓
尺
の
存
在
自
体
に
対
す
る
疑
義
に
も
な
る
の
で
、

若
干
補
足
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
、
秋
本
吉
郎
氏
の
作
成
し
た
「
出
雲
風
土
記
主

要
通
道
里
定
図
」（
文
献
5
）
を
借
用
し
、
そ
こ
に
天
平
尺
に
よ
る
里

程
と
そ
れ
を
古
韓
尺
に
復
元
し
た
里
程
を
書
き
込
ん
で
図
2
と
し
て

示
す
。

こ
の
図
を
見
る
と
主
要
路
の
多
く
が
古
韓
尺
の
里
単
位
で
表
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
が
、
同
時
に
、
端
数
の
つ
い
て
い
る
里
程
で

あ
っ
て
も
、
古
韓
尺
の
里
程

が
示
せ
て
い
な
い
も
の
も
か

な
り
あ
る
。

た
だ
し
、
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
の
は
、
主
要
通
道
図

の
正
西
道
を
見
る
と
、
西
か

ら
14
里
、
19
里
、
10
里
、
7

里
、
12
里
な
ど
と
既
に
最
初

か
ら
天
平
尺
系
の
里
単
位
で

示
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
く

あ
る
。
そ
の
た
め
、
里
程
の

合
計
値
を
示
す
通
度
関
係
で

は
、
天
平
尺
系
の
「
里
」
に

古
韓
尺
か
ら
換
算
さ
れ
た
端
数
の
つ
く
里
程
を
足
し
て
表
示
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。
冒
頭
部
分
の
「
東
西
一
百
卅
七
里
一
十
九
歩
、

南
北
一
百
八
十
二
里
一
百
九
十
二
歩
」
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
律
令
制
の
特
色
と
し
て
文
書
主
義
が
あ
り
、
そ
の
こ

と
が
有
効
数
字
の
概
念
に
関
係
な
く
、
ひ
た
す
ら
忠
実
に
足
し
算
を

実
施
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
異
な
る

尺
度
系
を
混
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
然
な
が
ら
0
・
8
8
1
の

換
算
で
の
復
元
は
で
き
な
い
。

そ
の
事
例
と
し
て
、
神
門
郡
か
ら
蔭
山
ま
で
の
里
程
は
5
里
86
歩

と
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
0
・
8
8
1
の
比
率
で
換
算
す
れ
ば
古
韓

尺
の
ち
ょ
う
ど
6
里
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
蔭
山
の
並
び
に
あ
る
宇
比

多
伎
山
は
5
里
56
歩
、
稲
積
山
は
5
里
76
歩
、
稲
山
は
5
里
1
1
6

歩
、
桙
山
と
は
冠
山
は
5
里
2
5
6
歩
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
蔭
山
か
ら
の
距
離
が
30
歩
、
10
歩
、
30
歩
、
1
7
0
歩
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
巻
末
通
度
記
事
に
示
さ
れ
た
正
西
道
の
玉
作
街
か
ら
出
雲

郡
家
ま
で
の
里
程
の
中
に
23
里
34
歩
（
13
里
64
歩
を
誤
っ
て
訂
正
し

た
も
の
）
と
あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
玉
作
街
か
ら
宍
道
駅
ま
で
の
19
里

に
宍
道
駅
か
ら
佐
雑
村
ま
で
の
4
里
34
歩（
古
韓
尺
の
1
4
0
0
歩
）

を
加
え
た
値
を
誤
っ
て
記
載
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
て
、
混
用
の

例
と
な
る
。

他
に
も
、
混
用
が
類
推
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
楯
縫
郡

家
か
ら
伊
農
橋
ま
で
の
距
離
が
8
里
2
6
4
歩
と
な
っ
て
い
て
、
こ

表 4　新羅皇龍寺建物址の桁行・梁行と古韓尺
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図 2　風土記主要通道古韓尺による里程復元案（秋本 1957 の原図を一部借用）
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の
2
6
4
歩
が
古
韓
尺
系
の
1
里
に
完
全
に
一
致
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
例
と
し
て
は
他
に
嶋
根
郡
か
ら
正
東

の
手
染
郷
ま
で
の
里
程
が
10
里
2
6
4
歩
と
あ
る
。
偶
然
と
は
思
え

な
い
。

し
た
が
っ
て
、
出
雲
郡
か
ら
正
東
の
健
部
郷
ま
で
の
里
程
が
12
里

2
2
4
歩
と
な
っ
て
い
て
古
韓
尺
系
か
ら
の
換
算
で
は
理
解
で
き
な

い
と
し
て
も
、
こ
れ
は
古
韓
尺
系
の
4
0
0
0
歩
（
天
平
尺
系
に
換

算
す
る
と
11
里
2
2
4
歩
）
に
天
平
尺
系
の
1
里
を
加
え
た
も
の
か

も
知
れ
な
い
。
ま
た
嶋
根
郡
か
ら
西
北
の
生
馬
郷
ま
で
の
里
程
16
里

2
0
9
歩
も
古
韓
尺
の
11
里
（
天
平
尺
の
9
里
2
0
9
歩
）
に
天
平

尺
系
の
8
里
を
加
え
た
可
能
性
が
高
い
。

4
．
古
韓
尺
遺
存
の
地
域
差
と
項
目
差

表
2
で
見
た
よ
う
に
、『
出
雲
風
土
記
』
の
里
程
に
は
、
里
単
位

か
ら
1
0
0
歩
単
位
、
一
町
（
60
歩
）
単
位
、
10
歩
単
位
、
1
歩
単

位
ま
で
、
精
粗
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
そ
の
主
な
原
因
に
、
旧
尺
度

系
の
古
韓
尺
里
程
か
ら
換
算
さ
れ
て
表
示
さ
れ
た
場
合
が
あ
る
こ
と

は
既
に
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
1
歩
単
位
や
10
歩
単
位
の
里
程
が

古
韓
尺
系
里
程
か
ら
の
換
算
と
す
る
な
ら
ば
、
明
ら
か
に
地
域
差
が

あ
る
。

表
2
に
よ
れ
ば
、
郡
別
で
言
う
と
、
概
し
て
神
門
郡
、
嶋
根
郡
、

出
雲
郡
、
楯
縫
郡
の
宍
道
湖
周
辺
に
10
歩
単
位
以
下
が
多
く
、
仁
多

郡
、
飯
石
郡
に
里
単
位
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
関
係
を
も
う
少

し
詳
細
に
把
握
す
る
た
め
、
郡
別
・
記
載
記
事
別
に
古
韓
尺
系
里
程

の
出
現
比
率
を
整
理
し
て
み
た
。
表
5
に
示
す
。

ま
ず
そ
の
結
果
を
項
目
別
に
見
る
と
、
新
造
院
関
係
に
は
1
件
も

見
ら
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
新
造
院
は
「
勘
造
」
天
平
五

年
（
7
3
3
年
）
の
時
点
で
「
新
し
く
造
っ
た
寺
の
意
で
、
い
ま
だ

寺
号
の
定
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
」
を
意
味
し
て
お
り
、
原
初
的
な

古
韓
尺
に
よ
る
記
録
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

次
に
、
軍
団
や
烽
、
戌
の
関
係
も
端
数
を
含
ん
で
い
な
い
。
烽
の

記
載
に
つ
い
て
は
、

時
野
谷
滋
氏
が
勘
造

後
の
増
補
説
を
提
示

し
て
い
る
よ
う
に
内

容
的
に
は
新
し
い
要

素
を
含
ん
で
い
る
の

で（
文
献
6
）、
古
韓
尺

系
の
影
響
を
受
け
て

い
な
く
て
も
当
然
で

あ
ろ
う
。

次
に
、
地
域
別
に

注
目
す
る
と
、
古
韓

尺
系
の
比
率
の
高
い

の
は
出
雲
郡
と
神
門

表 5　古韓尺系里程の出現比率
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郡
で
あ
る
。
郡
家
か
ら
郷
ま
で
の
里
程
に
絞
れ
ば
、
嶋
根
郡
、
秋
鹿

郡
、
意
宇
郡
と
続
き
、
宍
道
湖
周
辺
の
郡
に
集
中
し
て
い
る
。

も
し
次
項
の
再
撰
説
と
関
連
さ
せ
る
な
ら
、「
古
風
土
記
」
の
対

象
地
域
は
出
雲
国
の
中
心
部
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

5
．
再
撰
説
と
増
補
説
に
関
連
し
て

『
出
雲
風
土
記
』
の
研
究
史
上
で
は
、
偽
撰
説
・
再
撰
説
・
増
補

説
な
ど
が
昭
和
20
年
代
を
賑
わ
せ
た
。
こ
の
う
ち
既
に
偽
撰
説
に
つ

い
て
は
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
田
中
卓
氏
の
再
撰
説（
文
献
7
）と
時

野
谷
滋
氏
の
増
補
説（
文
献
6
）に
つ
い
て
は
未
だ
決
着
が
得
ら
れ
て

い
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
今
回
の
古
韓
尺
系
里
程
の
存
在
発
見
は
、
何
ら

か
の
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た

古
韓
尺
系
里
程
の
適
用
部
分
が
「
古
風
土
記
」
に
対
応
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

し
た
が
っ
て
「
勘
造
」
後
の
増
補
説
に
つ
い
て
は
、
里
程
記
事
か

ら
は
積
極
的
に
支
持
で
き
る
結
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

6
．
ま
と
め

本
稿
の
結
論
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
点
は
、『
出
雲
風
土
記
』
の
意
宇
郡
宍
道
郷
の
項
に
記

さ
れ
て
い
る
三
石
（
猪
像
石
Ａ
、
猪
像
石
Ｂ
、
追
猪
犬
像
石
）
を
石

ノ
宮
神
社
の
ア
石
、
イ
石
、
エ
石
に
比
定
し
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
尺

数
を
現
在
の
長
さ
と
比
較
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
項
目
で
尺
長

は
26
・
7
㎝
と
な
り
、古
韓
尺
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
点
は
、『
出
雲
風
土
記
』
に
示
さ
れ
た
里
程
の
中
に
、
歩
や

10
歩
単
位
ま
で
異
常
に
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
場
合
が
か
な
り
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
古
韓
尺
の
里
単
位
か
ら
換
算
比
率
0
・

8
8
1
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
誤
差
な
く
計
算
復
元
で
き
る
。

も
っ
と
も
0
・
8
8
1
の
換
算
比
率
に
よ
っ
て
復
元
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
天
平
尺
と
の
混
用
に
よ
る
合
計
と

思
わ
れ
る
も
の
が
多
く
あ
る
。

以
上
の
結
果
は
、
出
雲
国
に
お
い
て
、
あ
る
時
点
ま
で
古
韓
尺
が

使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
も
と
も
と
出
雲
国
は
新

羅
と
の
関
連
が
強
い
地
域
で
あ
り
、
当
然
、
尺
度
問
題
か
ら
見
て
も
、

共
通
性
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
結
果
は
、計
量
史
の
研
究
に
資
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

『
出
雲
風
土
記
』
の
研
究
、
強
い
て
は
古
代
出
雲
地
域
の
理
解
に
対

し
て
も
貢
献
し
得
る
と
考
え
て
い
る
。

文
献

（
1
）	
新
井
宏
：
出
雲
風
土
記
の
里
程
に
現
れ
た
古
韓
尺
、
百
済
研

究
（
韓
国
語
）
37
、（
2
0
0
3
）
1
0
3
～
1
2
5
頁

（
2
）	

服
部
亘
：
『
出
雲
風
土
記
』
の
数
量
表
現
の
信
憑
性
な
ら
び
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に
数
量
表
現
を
め
ぐ
る
編
纂
過
程
の
一
考
察
、
古
代
文
化
研
究

2
、（
1
9
9
4
）
1
～
1
1
5
頁

（
3
）	
丘
光
明
：
中
国
歴
代
度
量
衡
考
、
科
学
出
版
社
、
北
京
、

（
1
9
9
2
）
70
～
89
頁

（
4
）	

新
井
宏
：
朝
鮮
の
尺
度
変
遷
に
つ
い
て
、
朝
鮮
史
研
究
会
論

文
集
30
、（
1
9
9
2
）
1
4
9
～
1
7
4
頁

（
5
）	

秋
本
吉
郎
：
出
雲
風
土
記
の
里
程
記
載
と
伝
本
系
譜
、
大
阪

経
大
論
集
21
、（
1
9
5
7
）
2
9
2
～
31
頁

（
6
）	

時
野
谷
滋
：
出
雲
国
風
土
記
の
勘
造
後
に
お
け
る
増
補
、
出

雲
国
風
土
記
の
研
究
、（
1
9
7
4
）
後
に
飛
鳥
奈
良
時
代
の

基
礎
的
研
究
（
1
9
9
0
）
に
所
収
、
6
4
5
～
6
6
5
頁

（
7
）	

田
中
卓
：
原
撰
出
雲
風
土
記
の
成
立
年
代
、
神
道
学　

復
刊

1
（
1
9
5
4
）、
後
に
田
中
卓
著
作
集
八
、（
1
9
8
8
）
に

所
収

注（
1
）	

松
倉
公
憲
：
風
化
過
程
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
―

従
来
の
研
究
の
動
向
と
今
後
の
課
題
、
地
形
15
―

3
、

（
1
9
9
4
）
2
0
3
～
2
2
2
頁
に
よ
れ
ば
、ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー

の
石
灰
岩
墓
石
で
0
・
0 

5
～
0
・
1
㎜
／
年
、
セ
ン
ト
ポ
ー

ル
寺
院
の
石
灰
岩
欄
干
で
0
・
0
7
8
㎜
／
年
、
香
川
県
県
五

色
台
の
花
崗
岩
石
塔
で
2
～
5
㎜
／
7
0
0
年
、
砂
岩
に
つ
い

て
は
、
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
0
・
0
3
3
～
0
・
1 

1
㎜
／
年
、

ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
で
0
・
0 

3
㎜
／
年
の
事
例
が
あ
る
。
環

境
の
厳
し
い
ギ
ザ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
（
石
灰
石
）
で
も
0
・
2
㎜

／
年
で
あ
る
。

（
2
）	

中
尾
芳
治
：
1
9
7
2
「
前
期
難
波
宮
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

『
考
古
学
雑
誌
』
58
―

1
（
1
9
7
2
）
に
よ
る
。

古
韓
尺
に
関
す
る
筆
者
の
主
要
論
文（
除
く
計
量
史
研
究
掲
載
論
文
）

《
三
国
史
記
・
遺
事
》
記
事
に
よ
る
新
羅
王
京
復
元
と
古
韓
尺
、
百

済
研
究
（
韓
国
語
）
36
、（
2
0
0
2
）
1
1
7
～
1
3
7
頁

結
負
制
の
復
元
と
代
制
の
起
源
、
韓
国
古
代
史
研
究
（
韓
国
語
）

30
、（
2
0
0
3
）
1
4
3
～
1
7
2
頁

古
墳
築
造
企
画
と
代
制
・
結
負
制
の
基
準
尺
度
、
考
古
学
雑
誌
88
―

3
、（
2
0
0
4
）
16
～
41
頁

日
韓
古
代
遺
跡
に
お
け
る
高
麗
尺
検
出
事
例
に
対
す
る
批
判
的
検

討
、
朝
鮮
学
報
1
9
5
、（
2
0
0
5
）
1
～
38
頁

古
韓
尺
で
作
ら
れ
た
纏
向
大
型
建
物
群
、
邪
馬
台
国
1
0
4
、

（
2
0
1
0
）
75
～
96
頁

新
井
　
宏
（
あ
ら
い
ひ
ろ
し
）
数
理
考
古
学
者

前
韓
国
国
立
慶
尚
大
学
招
聘
教
授
、
元
日
本
金
属
工
業
常
務
。

一
九
三
七
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。

東
京
工
業
大
学
物
理
コ
ー
ス
卒
業
、
工
学
博
士
。


